
　残る任期は約１年。退任後の活動も視
野に入れ、農と音を楽しむ民泊「鬼の巣」
をオープンしました。空き家だった家の
大広間は音楽スタジオに改装し、復活さ
せた休耕地で採れた旬の野菜を味わう大
食堂も作りました。ここに夢や希望に溢
れる人々が集うことにより、地域の未来
を語り合う交流拠点になればと考えてい
ます。
　今後も、地域に眠る資源を創意工夫で
利活用し、藤岡市にとどまらず神流川周
辺地域のお役に立てるよう、活動を続け
ていきます。

　地域おこし協力隊に着任して約２年が経過しました。増
える空き家と減り続ける人口を何とかするため、空き家の
紹介制度「おにしん家」をスタートさせました。

地域おこし協力隊
星野　貴男

問い合わせ　鬼石振興課（☎523111）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

　

令
和
６
年
版
男
女
共
同
参
画
白

書
（
内
閣
府
）
の
特
集
で
は
、「
仕

事
と
健
康
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
全
て
の
人
が
希
望
に
応
じ

て
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
働
き
方
や
仕
事
と
健
康
の

両
立
支
援
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
ま
す
。

男
女
で
異
な
る
健
康
課
題

　

昭
和
時
代
と
現
在
と
で
は
、
社

会
の
人
口
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、

就
業
者
数
に
お
け
る
男
女
差
は
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

健
康
課
題
に
つ
い
て
は
時
期
や
そ

の
内
容
に
男
女
で
違
い
が
あ
り
ま

す
。
男
性
特
有
の
病
気
は
50
代
以

降
で
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
女
性
特
有
の
病
気
は
働
く
世

代
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
就
業
継
続
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
阻
害
要
因
と
し
て
、
長

時
間
労
働
や
転
勤
を
前
提
と
す
る

雇
用
慣
行
が
あ
り
ま
す
が
、
職
場

に
お
け
る
健
康
支
援
に
つ
い
て
も
、

女
性
に
対
す
る
配
慮
が
不
足
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
仕
事
と
健
康
の
両
立

　
「
女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
対

し
て
、
職
場
に
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
あ
る
と
働
き
や
す
い
か
」
と
い

う
意
識
調
査
を
令
和
５
年
度
に
内

閣
府
が
行
い
ま
し
た
。
女
性
の
回

答
で
は
、
出
産
・
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
や
病
気
の
治
療
と
仕
事
の

両
立
の
た
め
の
「
支
援
制
度
」、

生
理
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
「
環

境
整
備
」、更
年
期
障
害
へ
の
「
支

援
」
が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
男
性
の
回
答
で
は
、
経
営

陣
・
ト
ッ
プ
、
男
性
上
司
、
男
性

の
社
員
全
体
の
「
理
解
」
が
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
女
性
が
求
め

る
配
慮
と
男
性
が
考
え
る
配
慮
に

は
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
ず
れ
を
解
消
す

る
こ
と
が
、
女
性
の
仕
事
と
健
康

の
両
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。

仕
事
と
健
康
の
両
立
支
援

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て

は
、
男
女
と
も
自
ら
が
健
康
で
あ

り
、
自
ら
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
が
重
要
で
す
。
少
子
高
齢
化

が
進
展
す
る
中
で
、
労
働
力
の
確

保
・
労
働
生
産
性
の
向
上
の
た
め

に
も
、
健
康
支
援
は
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

女
性
特
有
の
病
気
は
働
く
世
代

に
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
と

健
康
の
両
立
が
し
や
す
い
職
場
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
女
性
が

健
康
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
働
き

や
す
い
社
会
は
、
男
性
も
含
め
た

全
て
の
人
に
と
っ
て
も
働
き
や
す

い
社
会
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

づ
く
り
が
、
持
続
可
能
な
形
で
自

ら
の
理
想
と
す
る
生
き
方
と
仕
事

を
両
立
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま

す
。

　

生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
市

で
は
、
男
女
の
特
性
に
応
じ
た
健

康
支
援
、
相
談
体
制
、
各
種
検
診

な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

㉒
６
８
８
８
）・
地
域
づ
く
り
課

（
☎
40
２
２
１
１
）

相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ４日㈮・18日㈮・24日㈭
午後１時～４時

市役所本庁舎
24日は地域づくりセ
ンター鬼石

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システム（右
記２次元コードを読み取り）で
予約
▷４日＝６月20日㈮
▷18日＝７月４日㈮
▷24日＝７月10日㈭ 地域づくり課

（☎402211）

行政相談 ９日㈬・16日㈬・17日㈭
午後２時～４時

市役所本庁舎
17日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 11日㈮・17日㈭・25日㈮
午後１時～３時

市役所本庁舎
17日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

心配ごと相談 ９日㈬・23日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）
市社会福祉協議会
（☎㉒5647）ボランティア

相談
毎週月～金曜日、12日㈯
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時 青少年センター

（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 保健センター 予約不要
▷相談方法＝電話・面談

子育て応援課
（☎402268）

　市では、窓口の混雑緩和や来庁者の手続き
の負担軽減のため、さまざまなサービスを行っ
ています。また、次のサービスのほかにも、
来庁せずに土・日曜日でも証明書の取得が可
能なコンビニ交付サービスも導入しています。
らくらく窓口証明書交付サービス
　窓口でマイナンバーカードを使用し、証明
書が取得できるサービスで、申請書を書かず
に証明書の受け取りが可能です。

来庁者の手続きの負担を軽くするサービス

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

問い合わせ　　市民課（☎402256）

〜
仕
事
と
健
康
の
両
立
〜

人
権
を
考考 

え
る

おくやみ窓口
　市内に住所登録があった人の遺族に向けて、
庁内での手続きをサポートし、複数の担当課
に分散していた手続きを１カ所で行うことが
できる窓口です。予約制のため、窓口の混雑
状況に影響されずに手続きが可能です。
キャッシュレス決済の導入
　窓口における一部支払いに
「P

ペ イ
ayP

ペ イ
ay」が利用できます。

詳細は市ホームページ（右
記２次元コードを読み取
り）を確認してください▶

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったとききの の無料料相談

市民サービスの向上へ

もっと知りたい！もっと知りたい！

藤岡市のこと

ほし農eNの宿
民泊『鬼の巣』
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